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9 ⽉だけれど、やっぱり暑い！ 
 今⽇も元気にさくらっこ広場を開くことができて、幸せいっぱいです。 
週半ばの、35℃を超える暑さは少し和らぎましたが、今⽇も最⾼気温は 31℃だそうで、ちょっと動くと冷房をか
けていても、汗だくになります。なにせ窓や⼾は、全開で密を防いでいますので。 
 さて、そんな中、5 組 11 名の親⼦の皆さんと、1 年⽣ 5 名、2 年⽣ 1 名のこども保育コースの学⽣が参加して
くれました。 
 こども 6 名に学⽣ 6 名で、1 対 1 対応ですが、なにせ遊びが次々と展開して、⼦どもたちが動きますので、学
⽣たちも懸命に付いて⾏っている様⼦です。 
 1 年⽣学⽣たちは、⼦どもたちの育ちを授業のスライドや動画の中で学んできましたが、実際 1 年後の姿を確
かめるように、⼀緒に遊んでみて、「すごい！⾯⽩かった！」と、それぞれが感動の声をあげていました。 
 2 年⽣の狩野ゼミ学⽣は、保護者⽀援についてテーマ設定していますが、実習では機会のなかった保護者の⽅
とお話をする貴重な機会を、継続して参加しながら卒業研究に活かす予定です。 
 こうして、実際に⼦どもとかかわり、保護者の⽅ともお話しできる場が、どんなにか貴重であるかを再確認し、
感謝する⽇々でもあります。 
 さて・・さくらっこたちの遊びは、今⽇も本当に豊かな世界を広げてくれました。 
 

  
 この暑さだから、やっぱりプールを出すことにしました。「どこに広げる？」桜の聖⺟幼稚園の降園時間が 

11 時半なので、園児が通らない場所を選んで準備しています。絵具遊びは、テラスでもいいかなあ・・ 
 真剣に準備する学⽣たちです。 
 
 
 



  
 

  
 

    

お久しぶり！4 歳になった双⼦の M くん S くん登場です。T シャツの背中にイニシャルがついています。 
ままごとで、さっそく⽔を汲んできて、鍋に⼊れ始めて「調理」が始まりました。 
⼀瞬たじろいだ 1 年⽣学⽣たちでしたが、「ううん・・そうやって作るんだね」とか、落ち着いたふりをしてい
ます。お⽗さんが、慌てて⽌めようとしてくださいましたが、学⽣に任せていただきました。 
しかし、あまりこぼしてはいませんでしたよ。鍋からこぼれないように、ギリギリで⽌めていました。前は、確

か、絨毯がビショビショになりましたが、今⽇は、ちょっとこぼれると、⾃分で拭いていたそうです。「やってみ
ながら、覚えるんですね！」と、感⼼していた学⽣たちでした。 

Yちゃんは、今⽇はママとお姉さんたちと、お
ままごとを熱⼼にしています。 
ごちそうを作って、ママに⾷べさせてくれた
り、お姉さんにもたくさんお話を聞かせてくれ
ます。 
Yちゃんのイメージの世界が広がって、お話し
が豊かになってくのを⽬の当たりにする学⽣た
ちです。 

 



  
 

  

 
Hくんとお姉さんが、ボール投げをして遊んでいるうちに、ピアノ室の上にボールが上がりました。 
Rくんも来て、上に上がったボールを、お姉さんたちと絨毯クリーナーの棒を使って取り始めました。 
Hくんも⼀緒に真剣です。「なんか、埃が結構あります。」と顔をしかめる、お姉さんたちですが、 
RくんとHくんはへっちゃらです。いつもやってるものね。 
お姉さんたちに、やり⽅を教える⼦どもたちです。 

真剣に、⾎圧を測ってくれるそうです。 
 
本物の⾃動体温計で、いろいろな⼈の体
温を測っていましたが、数字をちゃんと
読んでいました。「サンジュウロク」と
⾔って、パパもびっくりです。 

今⽇は、最初からお姉さんと遊び始めた
Hくんです。 
⾃動体温計で、⾊々測ります。 
体温だけでなく、⾊々測って実験です。 



 
 
 

 
 

 
 

結局誰も、プールに⼊る⼈はいません。 
そのうち「センセ―！プールの空気が抜け
てきちゃいました」とか、学⽣が慌ててい
ます。 
そんな時に、Rくんが⼿伝って、空気を⼊
れ直しはじめました。 
「打ち⽔だあ！」と、遊んでいたのだそう
です。いやあ、ほとんどスタッフですよ
ね。6 年⽣です。「ほんと、助かりました」
と学⽣の⾔葉です。 

庭に「打ち⽔」していたら、ミニトマ
トがなっていることに気が付いた Yく
んです。 
おばあちゃんが、家庭菜園で野菜を作
っているのだそうです。 
⾚くなったトマトを、選んで、つんで
くれました。 
今年は、野外保育で、みちのく共⽣園
に野菜収穫には出かけられなかったけ
どね。 

お姉さんを従えて、⾍捕りです。 
「従えている」感じです。 
ボールを投げて、遠くまで⾶ぶし、
⼒がとても強いと、学⽣たちが皆
⼝々に驚いていました。 



 

 

学⽣が、終了後に、この Yくんの 「野菜収穫」⇒「カレーを作りたい」⇒「もっと野菜を植えて育てよう」と
いう、発想の展開に、「すごい⼒を持っていると思いました」と、感想を述べていました。 
去年までの経験の上に、家庭のおばあちゃんの菜園の収穫、そして、今⽇の広場での収穫の経験が、全部積みあ
がって、「野菜を植えて育てよう」という計画が、⽣まれたのでしょう。 
育ちや学びのつながりが、こうして⽣まれていくのですね。私も本当に感動したエピソードでした。 

    
 
 

＜9⽉、10 ⽉の予定＞ 
9 ⽉ 12 ⽇（⼟）シャボン⽟を作ろう 
10 ⽉ 10⽇（⼟）秋の⾃然を楽しもう 

17⽇（⼟）ハロウィーン飾りを作ろう 
 24 ⽇（⼟）ハロウィーン飾りを作ろう 

「あっ！ナスもなってるよ！」と気が付い
てくれたので、早速、はさみで収穫しても
らいました。 
「花も咲いてるから、これも来週ナスにな
ってるかな？」 
よくわかっています。 
「野菜でカレーが作れるといいなあ」と、Y
くん。そうだよね。去年も、野外保育の後
に、みんなでカレー作ったよね。 
今⽇の収穫は、みんなで分けました。 

「先⽣！ここにもっと野菜植えたらどう
ですか」と、Yくんから提案を受けまし
た。「植えたい野菜があったら、選んでき
てよ」と私が⾔うと、「じゃ、ダイユーエ
イトで、種を買って植えよう」と、かな
り本気モードです。 

しかし、「いつまで、何を⾃粛したらいいんでしょ
うね」と、Hくんパパと話しました。 
ついに、マクドナルドも、デリバリーで配達を始
めたとか・・話したその帰り道に、マクドナルド
のバイク便を⾒てしまった私でした。 

感染拡⼤の際は、開催を中⽌します。 
前⽇までにメールで、参加連絡をお願いします。 
連絡先（狩野奈緒⼦:桜の聖⺟短期⼤学） 
e-mail   naoko-k@ssjc.ac.jp 
 


